




[要約］HTLV-1 抗体検査法の特異性確認のためゼラチン粒子凝集法(PA)および蛍光抗体法

(IF)による抗体測定、リンパ球培養による抗原検出、遺伝子増幅法(PCR)によるブロウイ

ルスの検索などを行いその相関を検討した。

従来の PA 法による抗体検査では、他の測定法に比べて陽性率の高いことが指摘されてい

る。今回は抗原に HTLV-1env蛋白を追加した改良粒子を用い従来の粒子で陽性であった検

体の再検査を行った。従来の PA 法で陽性っであった検体のうち IF 法で陽性の検

体,PA(+)IF(+)は、すべて改良粒子でも陽性であったが、IF 法陰性の検体,PA(+)IF(-)の

多くは、陰性となった。一方、リンパ球の混合培養による抗原の検出では、PA(+)IF(+)の

検体 57 例中 37 例が抗原陽性であったが、PA(+)IF(+)の 73 例では、陽性例は得られなか

った。PCR 法によるプロウイルスの検索では、PA(+)IF(-)の検体中にブロウイルスの検出

された例があり、抗体検査法のみによる HTLV-1 の確定診断には、なお慎重を要すると思

われた。


